
 

　　因果応報を観る【自灯明シート】 縁 因

果 現象 どうして１ どうして２ ③ どうして３ どうして４ 気づき

① ② 社会軸

⑦

　　　　　　④ ⑤ ⑥

⑧ 相手軸

自分軸

【本質をついた問題を発見する4ステップ】 【記入するうえでの8つのポイント】

ステップ1：あるべき姿を的確に描く ●ポイント①：「事象」や「どうして」は事実を一つだけ書いて表現する

ステップ2：現状を分析する ●ポイント②：出だしの「どうして」はシンプルに表現する

ステップ3：現状とあるべき姿のギャップを解明する ●ポイント③：逆から読み返しても論理的につながるように「なぜ」を展開する

ステップ4：問題を深掘りする ●ポイント④：並列に挙げた「どうして」が全て発生しなかったら親の「事象」は発生しないか確認

そのうえで、下記に則って書くと意味のあるシートになります ●ポイント⑤：誰もが同じイメージを描ける「どうして」を表現する

●ポイント⑥：個人的な話には「どうして」で踏み込まない

※自分軸、相手軸、社会軸、宇宙軸で考えると答えが出やすい ●ポイント⑦：真因を見いだすまで「どうして」を繰り返す

●ポイント⑧：現場・現物で「どうして」を検証する



 

　　因果応報を観る【自灯明シート】 縁 因

果 現象 どうして１ どうして２ どうして３ どうして４ 気づき

（記入例） 飲酒運転 お店が提供するから お店側の利益 税収不足 政治の問題 選挙へ行く 社会軸

国内産業低迷 消費の循環

物価の高騰 戦争の影響 小さな平和づくり

アルコールの日常化 ストレスの増加 社会の複雑化 家族や地域の繋がり 相手軸

個人の発散の場の

不足
休日や余暇の活用

交通安全の徹底 警察の取り締まり 自己防衛 自分軸

「飲んだら乗るな、乗るなら飲むな」


